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第４回 榛南地域流域治水協議会 議事概要 

 

日  時 令和６年３月１３日（水）１５時３０分から１６時３０分まで 

場  所  ＷＥＢによる開催 

出席者 

委員

課・所属・職名 委員名 出欠 代理出席者 備考

静岡県　経営管理部　中部地域局技監兼危機管理課長 田邊　秀介 代理出席 鈴木　隆明 WEB

静岡県　経済産業部　農地計画課長 岩崎　康正 代理出席 志田　佐織 WEB

静岡県　　　〃　　　　　農地保全課長 好田　成志 欠席

静岡県　　　〃　　　　　志太榛原農林事務所長 増田  浩章 出席 WEB

静岡県　交通基盤部　河川企画課長 山田　真史 代理出席 岩崎　伸昭 WEB

静岡県　　　〃　　　　　河川海岸整備課長 杉山　一仁 代理出席 望月　一弘　 WEB

静岡県　　　〃　　　　　都市計画課長 海野　智之 出席 WEB

静岡県　　　〃　　　　　生活排水課長 永野　大輔 出席 WEB

静岡県　　　〃　　　　　島田土木事務所長 内山　賀津高 出席 WEB

島田市　危機管理部長 今福　博文 出席 WEB

島田市　産業経済部長 田中　義臣 出席 WEB

島田市　都市基盤部長 清水　保 出席 WEB

牧之原市　総務部長 大石　光良 代理出席 粂田　浩之 WEB

牧之原市　産業経済部長 原口　亨 出席 WEB

牧之原市　建設部長 前田　里芳 出席 WEB

吉田町　理事 佐藤　慎一 代理出席 岸端　大輔 WEB

大井川土地改良区事務局長 内山　吉裕 代理出席 永田　聡 WEB

オブザーバー

課・所属・職名 氏名 出欠 代理出席者 備考

静岡県　経済産業部　森林計画課　森林計画班長 　鈴木  加寿子 欠席

静岡県　　　〃　　　　　森林保全課　治山班長 鈴木　崇弘 欠席
 

 

事務局：静岡県島田土木事務所、島田市建設課、牧之原市建設課、吉田町建設課 
 

議  題 

1 前回までの主な意見と対応状況について 

2 坂口谷川水災害対策プランのとりまとめについて 

3 今後のスケジュール 

4 新たなステージに入った水災害に対する取り組みについて 

配布資料 

【資料１】 出席者名簿、設立趣意書、規約 

【資料２】 前回までの主な意見と対応状況 

【資料３】 坂口谷川水災害対策プランの改定（概要版） 

【資料４】 坂口谷川水災害対策プランの改定（案）（冊子版） 

【資料５】 今後のスケジュール 

【資料６】 新たなステージに入った水災害に対する取り組み（概要版） 

【資料７】 新たなステージに入った水災害に対する取り組み（冊子版） 
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議事１ 前回までの主な意見と対応状況について（資料２） 

・前回までの主な意見と対応について事務局が説明し、了承された。 

 

議題２ 坂口谷川水災害対策プランのとりまとめについて（資料3、資料4） 

・坂口谷川水災害対策プランについて、事務局が資料3により説明。以下の質疑応答によ

り、必要な修正を加えることで了承され、公表することとなった。 

 

【協議会構成員】 

・資料3 ｐ16 

ワンコイン浸水センサの設置については、国交省の令和6年度実証実験への参加が決

定したところであり、今後設置箇所を検討するとともに、浸水状況を踏まえた早期避難

につなげたいと考えている。 

校庭貯留については、市内で小中学校の再編を検討している中で、学校の跡地利用が

決まっていないため、具体的な整備の話などは無い。ただし、流域対策として、貯留施

設の整備は有効だと思うので、公共施設への可能性を引き続き検討していきたい。 

 

【協議会構成員】 

・資料3 ｐ17 

対策のロードマップに、雨水出水浸水想定区域図の作成・公表について青色の破線矢

印で記載されているが、牧之原市では来年度から予算を確保し、検討を進めると聞いて

いるので、水色の実線にしてもいいのではないか。吉田町は、是非実施に向けて取り組

んでいただきたい。 

【事務局】 

・予算成立前であるので、議決を受けて可能であれば変更する。 

 

【協議会構成員】 

・資料3 ｐ16 

 ワンコイン浸水センサは、リアルタイムでデータが集まるのか？また、データの活用

のイメージは？ 

【事務局】 

・国交省では、将来的にはデータを集約して広域で浸水を把握することを目指していると

聞いている。当面は、周辺地域の方々へメール等でアラートを周知し、避難につなげる

ような運用になると想定している。 

・国交省の実証実験では、国のシステムに取り組み、浸水状況を把握することになると聞

いている。 

 

【協議会構成員】 

・全般  

 水田貯留、校庭貯留の実施について調整を図ってきた。校庭貯留は、グランドの用に

支障が出る可能性があるというのが、課題となっている。引き続き、関係部署と実施の
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可能性について検討を進めていきたい。 

また、当該地域の近くに県立の特別支援学校があり、（県で）校庭貯留の実施が可能

かを検討いただきたい。 

【事務局】 

・当該流域に含まれるかは不明であるが、浸水が頻発するエリアに効果があるのであれば、

実施について前向きに検討していきたい。 

 

【協議会構成員】 

・資料3 ｐ14、ｐ17、ｐ18 

 関係市町で流域対策の実施の可能性について引き続き検討いただけるとのことで、流

域治水の推進のために是非お願いしたい。 

また、プランの計画区間の上流域に広く田んぼがあるので、上流域を含めた広い視点

で引き続き検討していただきたい。 

ロードマップにある「新たな流域対策等の検討」を検討するというのはおかしいのか

なと思うので、青色破線を青色実線に変えたほうが良いのではないか。 

【事務局】 

・破線を実線に変更する。 

 

議題３ 今後のスケジュールについて（資料5） 

・今後、本日の意見を踏まえ修正し、3月中を目途に、坂口谷川水災害対策プランの改定

を行うことを事務局が説明し、了承された。 

 

議題４ 新たなステージに入った水災害に対する取り組みについて（資料6、資料7） 

・今年度取りまとめた「新たなステージに入った水災害に対する取り組みについて」、事

務局が説明し、了承された。 

 

【協議会構成員】 

・資料6 

 新たなステージに入った水災害に対する取組ということで説明を頂いたが、この内容

を踏まえ流域治水プロジェクトも改訂していくのか？また、記載のある水位計の増設に

ついても行っていくということか？ 

 

【事務局】 

・県の河川砂防局で取り組んでいく全てを示しており、記載されているものは実施してい

くことになる。 

・流域治水プロジェクトにも実施可能なものは反映するし、市町でも実施可能なものを追

加するよう検討いただきたい。 

 

 

16時30分閉会 


